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ハンガリーに明け、ハンガリーに暮れる
　2009年はハンガリーで始まり、ハンガリー
で終わる日々でした。2008年に日本ハンガリー
友好協会事務局長に選出され、業務を引き
継ぎましたが、日々の事務局業務に加え、今
年は特別な記念の年ということで、様々な記
念行事に携わることになりました。

記念プログラム
　2009年記念フェスティバルプログラム作
成担当責任者として2008年11月から本格的
な準備が始まりました。印刷制作会社選定か
ら原稿依頼等々が始まり、全国各地の友好協
会の実態を調査する下準備、担当者選定、原
稿依頼交渉、プログラム制作構成を話し合う
理事会の開催、出来上がった原稿、デザイン、
ページレイアウトの校正、配布表の作成、住
所確認作業、費用の交渉、資料返却まで、時
には、徹夜も珍しくない日々が続きました。
　当初、2000年発行記念誌を参考に46ペー
ジ程度、3000部印刷想定で始まったプログ
ラム作成計画でしたが、全国の関係者に原稿
をお願いしたところ、年末を過ぎても全く反
応がなく、どうなることかと心配になりました。
　一月から個別に依頼して原稿を集めにか
かり、少しずつ手応えが出始め、日本ハンガ
リー交流年名誉総裁秋篠宮殿下のお言葉を
掲載できることが確実になったころから、締
め切り後の「最後の最後で」（やや、欧州の考
え方では理解し難いと思います）印刷会社の
原稿受付締め切りぎりぎりに、関係者から原
稿の反応が強く出始めました。結局、ページ
構成を60ページに変えることになり、原稿量
を抑える作業も加わってきました。
　その後は、印刷会社とのやり取りが頻繁に
続き、校正に次ぐ校正で、理事会、実行委員
会から最終ＯＫが出るまで多忙を極めまし
た。
　印刷に目処がついたところで、原稿投稿
者等からデマンドを集めたところ、希望部
数が想像以上に多数に昇り、ついに部数を
10000部の発行と変更するにいたりました。
嬉しい悲鳴というところでしょうか。おかげさ
まで、各方面から素晴らしいプログラムにな
ったとお褒めの言葉をいただき、プルグラム
作成責任者としては安堵しております。各イ
ベント等で大いに利用され、配布されて、現
在、ほとんど在庫がなくなった状態です。

全国交流の集い
　9月26日、担当理事や各地の方々が開催
に尽力され、今年最大のイベントの一つであ
る「日ハ友好・全国交流の集い」が、東京都日
本橋蠣殻町のロイヤルパークホテル３階全
フロアーを借り切って午前10時より開催され
ました。日本ハンガリー友好協会が全面的に
サポートし2009年日本・ハンガリー国交回
復50周年記念事業委員会の記念行事ビック
イベントが様々な形で賑々しく並びました。
　準備には前年から相当長い時間が使わ
れ、支度は前夜まで続きました。ハンガリー日
本全国から各種の展示があり、ハンガリーから
小学生、中学生の絵や書道、ハンガリー風景
写真を交えたトークショウ、日本人、ハンガリー
人によるハンガリー語、日本語スピーチコンテ
スト、ハンガリーからカラーカ民族アンサンブ
ル演奏、ルービックキューブの日本人トップの
演技（ハンガリーで行われた競技でも世界チ
ャンピオンになりました）、日本各地の友好協
会、団体等による歌や踊りの発表、茶道や華道
のデモンストレーション、功労者等の表彰式、
参加者の記念撮影、そして夕方からは協力企
業43社を招待した懇親パーティとなりました。
　企画・運営を初め、6名の運営委員、協会の
関係者がすべてを取り仕切ったものでした。
私も、その中の一人でしたが、藪内茶道でお
客様を迎える側にも立って茶道の実演も行
い、当日は一日中、多忙を極めました。このイ
ベントには、河野洋平（前衆議院議長）会長、
ボハール駐日ハンガリー大使、米倉弘昌住
友化学会長、石井幹子照明デザイナーを始
め、各界から約300名以上の参加をいただ
き、大成功に終わりました。

エリザベート橋点灯式
　前月、日本ハンガリーフェスティバルの記念
行事のもう一つのビッグイベント、エリザベー
ト橋点灯式が華やかにブダペストで行なわ
れるに際し、私も、式典参加のために、100名
あまりの日本および各地の友好協会のメン
バーに交じってブダペストを訪問しました。
　11月17日夕方、船上からエリザベート橋
点灯を眺めながら、式典を祝うパーティが催
されました。河野洋平実行委委員長、田中義
具日本友好協会理事長、デムスキー・ブタペ
スト市長等が見守る中、午後7時頃、橋梁に
両国の旗をイメージした映像が照らしださ
れ、橋全体が日本とハンガリーの友好の灯に

包まれました。船上から見る灯りの向こうに
は、王宮のシルエットが浮かび、改めて世界
遺産たるブダペストの美しい夜景に見とれま
した。確かに、世界に誇る夜景であると確信
した次第です。
　その後、バラージ外務大臣主催のレセプ
ション、駐在日本大使の夕食会に招かれまし
た。以前、駐在していたころから知っていた懐
かしい方々、今回新たに交流を深めさせてい
ただいた方々とともに懐かしい大使館での
パーティを心行くまで楽しませていただき、
ハンガリーに関われた光栄を思いました。

ブダペスト再訪問をして
　久しぶりのブダペスト訪問では大勢の方々
と交流する機会を得ました。ハンガリー人、お
よび駐在日本人の心の温かいふれあいは、
私が駐在時に実感したものと少しも変わって
いないことを感じました。お互いに、言葉にし
なくとも、どこかにアジア民族としての通じる
ものが根っこにあることを感じました。特に、
ハンガリーの方は、日本が遠くにあっても、日
本への親近感を口にされますし、態度でも伝
わってきます。
　今回私は、延べ5日、ブタペストに滞在しま
したが、自由時間は、出来るだけ街を歩いて
みました。あちこちに工事中、修理中の箇所
があるものの、確実に広場や町並みが整備さ
れ、発展していく姿を感じました。世界をひき
つける魅力的な都市であることも、改めて実
感しました。暫く離れて再訪問したからこそ、
の感想だったと思います。

日本ハンガリー友好協会入会のお誘い
　日本ハンガリー友好協会は、日本におい
て、日本とハンガリーの友好の架け橋になろ
うとして活動をしています。一方、私の活動し
てきた期間の中で、この活動を通じて、ハン
ガリー好きな日本人同士が、全国津々浦々の
友好協会の会員同士が、同じ土壌で話がで
きることで気持ちを通わせ、広く友好を結ぶこと
が出来たという意外なメリットもありました。
　皆様も、ハンガリーから帰国されましたら、
是非、日本ハンガリー友好協会の活動にご参
加いただきたくお誘い申し上げます。滞在体
験を生かして、ハンガリーとも、そして日本人
の仲間とも積極的に友好を楽しまれてはい
かがでしょうか。皆様のご入会をお待ち申し
上げております。

日本ハンガリー友好協会理事・事務局長　瀬川　隆生

2009日本ハンガリー友好年を終えて
コルナイが綴る20世紀中欧の歴史証言

ハンガリーは 20世紀の科学の発展に貢献した多くの頭脳を
輩出した。なぜなのか。大きな足跡を残したハンガリー出身
の科学者たちの生い立ちからその到達点までを描いた評伝。

黄色の教科書シリーズで知られる専門学
部の定番テキスト。体制転換の理論と転
換直後の現状を分析。各大学で教科書と
して使用。

20 世紀を創ったハンガリー人　マルクス・ジョルジュ［著］ 盛田常夫［編訳］

「週刊ダイヤモンド」２００６年ベスト経済書第９位にランクイン

体制転換
 の経済学
体制転換
 の経済学

異星人伝説異星人伝説

コルナイ・ヤーノシュ自伝コルナイ・ヤーノシュ自伝

新しい概念を駆使して、体制転換以後の中欧社会の状況を分析。
体制転換の社会哲学から経済システム、政治体制、社会動向、
イデオロギーにいたるまで、社会経済の全般を捉える。

第一部　社会主義経済の失敗
社会主義崩壊をもたらした社会的退化への論理を構築。交換経済と再分配経済の
比較分析に新たな視点を提供。

ポスト社会主義の政治経済学ポスト社会主義の政治経済学
体制転換20年のハンガリー：旧体制の変化と継続
　　　　　　　　　　　　　　　          盛田　常夫著
■ 2010年1月中旬発売　日本評論社　定価3800円

体制転換20年の歴史的・理論的総括の書

第二部　ポスト社会主義経済
体制転換の過渡期の問題をすべて取り上げ、解決の道筋を示す。地域による体
制転換の違いを解明。

盛田常夫著

■ 新世社　新経済学ライブラリー20　定価2781円（税込）
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　2009年12月7日、国立芸術宮殿バル
トークホールをほぼ満席にした聴衆の暖
かい拍手に包まれて、ブダペストに新しい
オーケストラが誕生した。その名も「コン
チェルト・ブダペスト」。
  コンサートには、ベルリン・フィルのソロ
トランペット奏者ヴェレンツェイ・タマーシ
ュ、あのボビー・マクファーリンとも共演し
ているギタリストのシュネートベルガー・フ
ェレンツ、国立フィルハーモニーの音楽監
督であり、ピアニストのコチシュ・ゾルター
ンが駆けつけてくださり、ゲストの素晴らし
い演奏と楽しいトーク、盛り沢山のプログラ
ムで、和やかな雰囲気の中、多くのお客さ
まにも来て頂き、大成功のうちに幕をおろ
した。
　さて、このコンチェルト・ブダペスト、実は
まったくゼロからのスタートでは無く、前身
はマジャール・テレコム・シンフォニーオー
ケストラで、実はその始まりは102年前に
さかのぼる。
  ここで少しオーケストラの歴史について
触れてみたい。オーケストラが結成された
のは1907年、まだバルトークやコダーイが
リスト音楽院で教鞭を取っていた頃だとい
うからその歴史の古さをお分かりいただけ
るだろう。その頃は、スポンサーの名前を
取って、ポシュターシュ（郵便）・シンフォ
ニーオーケストラといったそうだ。戦争や
動乱などで中断を余儀なくされることもあ
ったそうだが、体制変換後の1990年まで
ポシュターシュとして親しまれていた。今で
もお年を召した方の中にはポシュターシュ
とおっしゃる方がいるくらいだ。1990年に
マターヴ（旧マジャール・テレコム）がスポ
ンサーを引き継ぎ、それに伴いオーケスト
ラの名前もマターヴ・シンフォニーオーケ
ストラとなった。その後、マターヴがマジャー
ル・テレコムとなり、皆様にも馴染みのある
マジャール・テレコムシンフォニーオーケス
トラという名前で今日に至った。
　しかし、昨今の不況の煽りを受けてかス
ポンサーであるマジャール・テレコムが支
援金の減額を決め、それに追い打ちをか
けるように国からの支援金も十分に得るこ
とができずオーケストラはこの何年か経済

的に非常に厳しい状態にさらされていた。
　そんな中、オーケストラの改革に乗り出
したのがケッレル・アンドラーシュ（日本で
はケラーとして知られているがハンガリー
の発音ではケッレル）であった。ケッレル・
アンドラーシュは、ケッレル弦楽四重奏団
の第１ヴァイオリン奏者として世界的に活
躍し、国立フィルハーモニーとブダペスト
祝祭オーケストラのコンサートマスターを
勤めたこともある。
　彼は2007年に音楽監督に就任するとす
ぐに3年の強化プログラムを打ち出し実行
に移した。それは、(1) モーツァルトやハイ
ドンなどの古典の曲を通してオーケストラ
の基礎を築く（古典の曲を綺麗に演奏する
ことはとても難しく、これをマスターすれば

その後の作曲家の曲を弾く時にも応用が
きく）、それと同時に(2) 現代曲をたくさん
演奏する（現代曲には、より豊かな表現力
が要求される）、(3) 2年目にはベートーヴ
ェンの交響曲を取り入れる（古典で学んだ
基礎に、ダイナミックな表現と力強さ、そし
てロマン派の表現も要求される）、(4) 4年
目の今シーズンにはブラームスやブルック
ナーも演奏する（オーケストラの編成も大
きくなり、また違う音の出し方が要求され
る）というようなものである。
　ケッレルは、こうしたプログラムにのっと
ってプロのオーケストラとしては異例の、
本番前約２週間という綿密なリハーサル
によって、言葉通りオーケストラを育てて
きた。そのエネルギーは計り知れない。時
には、ほんの何小節かで1～２時間が過ぎ
た。時には、これ以上ないと思うくらいの厳
しい言葉も飛んだ。そんなリハーサルに耐
えられずにオーケストラを去る団員も多
かった。

　特にこの数カ月は団員にとっては、とて
も苦しいものだった。何故なら、もう何ヶ月
も給料の支払が滞っていたからだ。それで
も誰ひとりとしてリハーサルを休む者はい
なかった。皆これまでやって来たことに自
信を持って、オーケストラの未来を信じ情
熱を持って音楽に取り組んでいるからだ。
　マジャール・テレコムからコンチェルト・
ブダペストへ－これはただ名前が変わった
という以上の意味がある。3年間の準備期
間を経て、ようやくコンチェルト・ブダペスト
としてのスタート地点に立つことができた
のだ。
  この名前には、ケッレル・アンドラーシュの
オーケストラに対する大きな願いが込めら
れている。名前の中にもある「ブダペスト」
これには、ブダペストを代表するオーケス
トラになって欲しいという願い、「コンチェ
ルト」には、コンサートという意味と、協奏曲
という意味があり、どちらもクラシック音楽
の中で重要であり、かつ世界中どこの国の
人にも通じ、親しんでもらいたいという願い
が込められている。
  コンチェルト・ブダペストとしてのこれか
らの展望をケッレル・アンドラーシュに聞い
てみた。「今までハイドンの交響曲をたくさ
ん演奏してきたが、来シーズンはさらに
モーツアルトやシューベルトの交響曲も取
り上げていきたい。」また、バルトークの音
楽についても彼の考えをはなしてくれた。「
バルトークの音楽は、ハンガリー人にとっ
てだけでなく、音楽をするすべての人に取
って重要な作曲家であると思う。そして彼
の音楽は、まさにハンガリー語で話してい
るようなのだ。だから、ハンガリー人として、
ハンガリー語を話す者としてバルトークを
正しく理解し、世界に発信していくことが一
つの役目なのではないかと思う」。
  最後にコンチェルト・ブダペストを好きだ
と公言するコチシュ・ゾルターンのトークか
ら引用したい。「コンチェルト・ブダペスト
は、計り知れない才能を秘めたオーケスト
ラである」。皆様も誕生したばかりのコン
チェルト・ブダペストの成長を、どうか暖か
く見守っていただきたい。

　2004年、ブダペスト滞在生活を綴った『
きいろはハンガリー色』（新風舎、2004年）
発刊時に写真を提供していただいたＴ氏
の誘いで入会した日本ハンガリー友好協
会。ブダペスト滞在時のハンガリー人の友
人、Ｍさんから是非にと紹介された日本在
住のハンガリー人Ｈさんに向日葵畑の写
真を探していると相談した結果、Ｔ氏を紹
介されたものである。友達の友達の友達
が、また友達になった。
　私の人生には向日葵という花が付きまと
う。「向日葵のような人」、「花で言えば向日
葵」等々。花の名前が発声されるたび、私は
またか、とがっかりした。丈夫そうで、強そう
で、土臭いイメージで、女性の褒め言葉に
響かない花のイメージを感じてきたのだ。
　ハンガリーの夏は果てしも無く向日葵畑
が広がっていた。ヒトの背丈より高く、兵士
のように堂々とした立派な茎と大きな葉と
太陽にも負けない大きな顔の黄色い花が
海原のように風に揺れて、印象に残る風景
だった。
　日本ハンガリー友好協会でＴ氏夫人を
紹介されると、「ひまわりの詩」というご著
書をいただいた。今は亡きご令嬢の思い
出を綴った御本であったが、「向日葵」がま
た、ここで繋がったことに、私は、言いよう
の無い縁を感じた。胸を打つ逸話の中で、
ご夫妻が大きくなるまで育てられたご令嬢
が、なにより、向日葵の花が大好きだったこ

とを知り、私の心の中で「向日葵」が突然、
いとおしいものに変わった。
　昨年は、夫が協会の事務局長の任務に
着いたことから、私も経理の仕事を中心
に、ボランティアで手伝うことになった。日
本とハンガリーが外交開設140周年という
記念の年にあたり、年間行事をまとめたフ
ェスティバル・プログラムを作成することが
決まり、夫が担当責任者になったことから、
当然のように、私も手伝い要員として動くこ
とになった。
　作業は想像を絶した労力と時間を要し
た。全国の支部や各地協会に連絡をする
最初の段階からつまずいた。過去の情報
内容は機能していなかったし、各地の執筆
承諾への反応は薄く、関心も低かった。想
定ページ数獲得は至難の業に見えた。
　誰に頼めばいいのか、誰の承認をもらうの
か、何を書いてもらうのか、地方を代表したも
のになるのか、写真や資料はどうするか、記
念行事はあるのか。頼む側、頼まれる側で理
解にギクシャクしたものがあり、原稿が集まる
までに膨大な時間がかかった。印刷会社と
は校正時間の契約があり、予算も限られてい
る。予定日までに本当に完成できるのか。初
めて経験するとまどいと心配だった。
　冬の間は、印刷会社と集まり始めた原稿
をめぐって、校正のやりとり、確認、追加、変
更、連絡等、時間と費用の契約制限ぎりぎ
りの作業が続いた。朝も夜もなく、いつもパ
ソコンと電話とファックスに向かっていた
記憶がある。印刷会社が利益を度外視して
協力してくれたことは嬉しかった。理事会
が何度も集まって見直し作業を行ない、実
行委員会、四十三協賛企業、大使館や宮内
庁に向けても十分な構成になっているか、
徹底したチェックが行なわれ、ようやく半年
がかりで完成した。
　出来上がった記念プログラムは想定予
算内でページ数を大幅に増やし、上質で見
事なものに仕上がった。各所から評判も上
々で、当初予定部数3000部から10000部
の発行へと変更になった。
　プログラム作業中、各地の支部・協会や
関係会社、大使館、外務省他と何度となく
打ち合わせや交渉をする中で、すっかり気
持ちが通い合って多くの友人ができた。気
持ちが通い合ったからこそ、素晴らしいプ

ログラムが仕上がったとも言える。お互い
に苦労した多くの方々とは、今でも温かい
交流が続いている。
　今年は島根県や熊本県などで、新しくハ
ンガリー友好協会支部や協会が誕生した。
地方に行くほど、友好協会の活動に大変熱
心で驚いている。
　また、この一年は、ハンガリー関係のコン
サートや競技、講演会や写真展、料理教室
や映画等がぞくぞく登場して、まさに記念
の年にふさわしい華やかさがあった。カレ
ンダーの印見落としに気をつけて、楽しみ
に頻繁に各地に足を運んだ。
　9月、全国の集いは一日をかけた大イベ
ントだった。ホテルの広い展示ロビーには
全国の展示ブース、ハンガリーの児童作品
が飾られた。ハンガリー刺繍や関係出版物
も並び、華道や茶道の接待、実演、大広間に
はハンガリー人による書や工作もあった。
　舞台も見ごたえがあった。日本舞踊、ルー
ビックキューブ世界チャンピオン実演、写真
とトークショー、カラーカ演奏、ツィンバロン
演奏とやすき節、スピーチコンテストと統一
性には欠けるが、迫力と情熱は十分だった。
　続くディナーパーティはリスト音楽院卒
業生のバイオリン、エリザベート橋の説明
で始まり、350人を超える大パーティは、ハ
ンガリー料理とハンガリーワインが溢れ
る中、夜が深まるにつれ、話の輪に花が咲
き、佳境に入った。全面的に、日本ハンガリ
ー友好協会が企画、運営し、協会会員の協
力で作り上げた大イベントだった。
　イベントや会報、請求書や案内を送付す
る機会、連絡や問い合わせに応じるほん
の少しの手伝いを通じて、協会内で知り合
いが急速に増えていった。この一年間だけ
でも、どれだけ多くの方々と話したことだろ
う。実際に会場で挨拶をした後は、本当に
親しい関係になった。こんなメリットは考え
てもいなかった。入会とボランティアのお
手伝いに添えられた嬉しい収穫だった。
　人生の楽しみの中で、気の合った友人が
増えるのは格別のことである。日本ハンガリ
ー友好協会への入会は、老若男女、実にい
ろいろな職業や立場の方 と々知り合う機会
になった。還暦を過ぎた今も、人との出会い
に新しい世界が拡がり、そこで新しく教えて
いただくことにいつも驚き、感動している。
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向日葵が結んだ縁
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 瀬川	知恵子

エッセイ

コンチェルト・ブダペストの誕生
	 	 	 	 	 	 	 	

	 	 	 角谷	聡子
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4 エッセイ

　ゴールを揺らす瞬間は周囲の時間が止
まって見える。ゴールキーパーの動き、ボー
ルが飛んでいく道筋、ゴールに吸い込まれ
る直前に全てが見える。まるで自分が予知
能力者になったかのような、自分だけがこ
の世界の住人かのような錯覚を覚える。実
際は当然、自分が行った動作の直後に見
えている世界。しかし振り返って思い出し
ても、それらが直後に視えている世界なの
か、直前に視えている世界なのか正確に区
別することが出来ない。
　次の刹那、観客の歓喜と落胆の入り混
じった大歓声、拍手する音、時には水を打
ったような静けさに身を包まれる。そこで
自分の意志とは別のところで、身体が反応
を起こす。興奮、武者震い、鳥肌・・・。
　水球というスポーツから離れられなくな
ってしまったゴールがある。2002年に韓
国・釜山で行われたアジア大会。初めて全
日本の代表として望んだ国際大会。日本
チームは決勝まで駒を進め、カザフスタン
との大一番を迎えた。
　私は当時20歳で、ベンチから試合開始
の笛を聞いていた。激しい試合、予想して
いたよりも早く出場機会を迎える。そして心
体共に準備万全。
　日本チームのポイントゲッターだった選手
がシュートを狙う。相手ゴールキーパーは完
全に私を視線から外している。ゴールに隙が
ある。それらを確認した直後、絶妙なパスが
ポイントゲッターの選手から飛んできた。ゴ
ールキーパーの反応が遅れている。「入る」と
確信して放ったシュートが、ゴールキーパー
の手に一度当たり、ゴールネットを揺らした。
　試合会場は大きかったが、どれだけの歓
声だったかは全く覚えていない。覚えてい
るのは、ゴールを確認した直後、瞬間に血
の気が引き、鳥肌が立って、叫びながらガ
ッツポーズをしたこと。引いた血が、また一
瞬にして全身を駆け巡ったかのように身体
が熱くなったこと。
　結局その試合は大接戦の末、延長でも
決着がつかずペナルティースロー戦（サッ
カーでいうPK合戦）で敗れた。負けた試合
だが、あの興奮した身体の熱は私を水球

大国・ハンガリーへ導いてくれた動機の源
泉である。
　ハンガリーに渡り、1部リーグでプレーし
て3年目を迎えている。日本では分からな

かった多くのことを知ることが出来た。私は
日本体育大学の出身で、学生時代に多くの
オリンピアンと接する機会があった。オリン
ピックでメダルを獲得されたキャリアを持つ
先生にこんなことを言われたことがある。

「世界に勝つためには、先ず世界を知らな
ければならない」
　相手に勝とうとした時、その相手を知る
ことはスポーツに限らず、戦略上必要不可
欠である。当然のことである。だが、日本と
世界トップレベルの水球を比較した場合、
あまりにかけ離れすぎていた。まだ選手と
して幼かった私にとって、世界の水球を知
るということは、おとぎ話を読み空想の世
界に胸を膨らませるようなものであった。
　スポーツの醍醐味とは何であろうか？こ
れはどのレベルに限らず、「勝負に挑み、勝
利すること」にあると私は考えている。運動
会の徒競走、趣味のテニス、健康維持のた
めに始めたマラソン、プロの水球など、どれ
も対戦相手に勝つことや、自分の持つ記録
をコンマ1秒でも更新することにスポーツ
の旨味はある。
　出来うる限りを尽くしてもそれが達成出
来ないことはある。敗れた時は自分自身を
卑下することなく素直に勝者を讃えて、ま
た自分を振り返り反省することで、成長と、
次回の勝者と成りえる権利を手にする。
　このような考えが出来るようになってか
ら、私は世界に挑み、世界のトッププレー
ヤーを目指すことを目標に掲げている。中
途半端ではいけない。中途半端な行為は
中途半端な結果しか生まず、それはスポー
ツ選手、しかも日の丸を胸につけたことが

ある選手のするべきことではない。競技者
である以上、ナンバーワンの選手のみが知
る栄光を勝ち取ることが、唯一無二の目標
である。
　学生時代から心の中に秘めてはいたが、
日本の水球界の現状、自分という選手のレ
ベルから言い出せずにいたことである。そ
れこそが中途半端であった。
　そして学生を卒業するとともに、ハンガ
リー語はもちろん話せず、英語すらままな
らない中、知人の伝を頼りにハンガリーへ
と渡ってきた。
　そして私は水球を通じてハンガリー人
を知った。Székesfehérvárでプレーし始め
た際、家族のように支えてくれたNémeth 
Lászlóファミリー。監督と選手という関係以
上に、時には兄弟、時には友人として大き
な心の支えとなってくれたDabrowski Nor-
bert。それぞれにハンガリー人に対する印
象を持っておられると思うが、彼らと出会
い過ごした時間はかけがえのないもので
あり、私にとってハンガリー人とは愛情と優
しさに溢れた彼らのような人達である。
　ハンガリーの水球は2000年のシドニ
ー、2004年のアテネ、2008年の北京とオ
リンピックで3連覇を成し遂げた。全員が同
じメンバーではないが（水球は13人がメン
バー登録できる）、6選手と監督は8年間変
わらずに代表チームを牽引した。彼らは生
きながら、現役選手でありながら既に伝説
である。
　その全員ではないが、何人かの選手と
直接対戦する機会もこれまであった。まだ、
がっぷりよつのレベルには達していない
が、多くのことを学び、ほんの僅かずつ近
づいていると実感している。
　回り道はしたが、今こうして水球という
世界で頂点を目指すことが出来ている。ま
だまだ道半ばではあるが、自分の想いを
曲げずにこの道を選んだ自分を誇りに思
いたい。そして名前を挙げればきりがない
ほど多くの人に支えて頂いていることに改
めて感謝したい。ブログに日々の出来事を
綴っている。是非、一度、ご覧いただきた
い。http://waterpolonuma.jugem.jp/

プールの中から
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 長沼	敦

　70年代のハンガリーを一言で特徴付け
るのは難しい。矛盾したいろんな要素があ
って、良く使われる「停滞の時代」といった
一言で片付けるのには躊躇われるからだ。
　スターリン批判(1956) に始まる改革期
待の時代は、「プラハの春」に対する軍事介
入(1968) で終りを告げた。スターリン批判
の論理を素直に伸ばして行ったら「プラハ
の春」になる。改革に期待をかけていた人
達の一部は突出して「反体制派」として登
場する。「パリの熱い5月」、ドイツの大学叛
乱もこの年だったし、その一部は「赤軍派」
として70年代初頭をテロで彩った。それが
終息した後、何か惰性的な70年代が到来
した。ハンガリーの経済改革も、似たような
改革コースを追求していたチェコの脱落で

「孤立の影」が濃くなった。
　1971年秋、前号で記したチコーシュ・ナ
ジは、冒頭から「われわれはブレーキをか
けることを余儀なくされた」と口火を切っ
た。だが同時に、今日もなおジェントルマン
として記憶している経済企画庁ヘテーニィ
副長官は、「行政的な資材配分には絶対に
戻らない」と強い語調で答えた。「退却」を
余儀なくされたといっても、改革の最後の「
防衛線」を維持しようとしていた。
　「カーダール主義」も依然、緩やかながら
進化を遂げつつあった。71年秋、街を歩い
ていたら書店のウインドーに「プラハの春」
軍事介入反対運動で党を除名されたルカ
ーチ派の女性社会学者、マリーア・マルク
スの本が目に留まった。「おや、置いてある
の」と同行のハンガリー人経済学者に聞い
たら、「当たり前だ。再版はしないが、初版
は売切れるまで置いておくのが『カーダー
ル主義』だ」という。党は除名されたが、同
じ程度の俸給がもらえる文化関係の職も
斡旋された。彼女は後にオーストラリアの
大学に移ったが、80年代の後半に帰国し
て今も存命のはずである。
　『コルナイ・ヤーノシュ自伝』に、戦前亡
命組のフリッシュ・イシュトヴァーンの「二
重人格性」がしばしば出てくるが、私はそ
の良いほうの「片面」に出会った。当時、経
済研究所長のフリッシュは、私がブダペス
トからブカレストに向かうが同国アカデミ
ーから受入れ確認を貰っていないことを知
ると、「うむ、少しお待ちなさい」と秘書を呼
び、ルーマニア世界経済研究所長宛に英
文紹介状を口述タイプさせ、渡してくれた。

その場で読むと、「われわれは佐藤氏をま
ともな経済学者と認め、これこれの処遇を
与えた。貴下のところでも同じ処遇を与え
ることを望む」と書かれてあった。私が感動
したのは言うまでもない。しかし、ブカレス
トの研究所では、「フリッシュからこれほど
の信頼を得るとは」と驚きながらも、「党中
央に問い合わせなければならない」と、待
機している間に次の目的地、ソフィアに向
かう日が来た。ブダペストとブカレストとの
間には、これだけの「距離」があった。
　本誌編集長の盛田氏は、「ハンガリー動
乱鎮圧の中から登場し、何の『正統性』も持
たなかったカーダール政権が、時間をかけて

『実体的正統性』を獲得していった」と論じ
ている。私は「事後的正統性」という言葉を
使っているが、意味していることは同じであ
る。そういう眼で見ると「面白みのない」70
年代は、カーダール政権がシコシコと「事後

的正統性」を獲得して行った時期でもあった
と言える。ただ、それは「内」を見れば文句は
沢山あるけれども、「外」と比較したら文句は
言えないという受動的なものだった。ハンガ
リーが70年代に東欧の「陽の当たる小島」と
いわれたのは、そういう「比較」からだった。
　この「陽の当たる小島」に来ると、ソ連の
学者たちも気が緩むらしい。ソ連の高名な
経済学者、アベル・アガンベギャンが70年
代半ば、ブダペストの少数非公開の会議
で、ソ連経済が抱える病弊を完膚なきまで
に批判したことがある。その直後にハンガ
リーを訪れた私は、その非公開ペーパー
を貰ったので、77年に東京で開催された
国際経済学協会(IEA) の大会で、アガンベ
ギャンが行ったお仕着せの報告を安心し
て批判できた。
　このペーパーをくれたのは、当時、経済
企画庁付属研究所の所員だった、今は亡
きエールリヒ・エーヴァである。彼女と知り
合ったのは1971年秋。彼女にとっては三
度目の夫、レーヴェス・ガーボルともども、
私がその後の37年間にこの2人に負うもの

は言葉に尽くせないほどだ。もう一人挙げ
るとすれば、サミュエリ・ラースローがいる。
この二組の友人のお陰で、私はその折折
の国内の政治経済上の変化ばかりか、ソ
連圏情勢についても見事な解説を得た。サ
ミュエリはスターリン批判前後、モスクワ大
学経済学部に在学していたから、当時のク
ラスメートにはシメリョフ、ペトラコーフ、ガ
ヴリィル・ポポフなど、ペレストロイカ時代
に脚光を浴びた錚々たる連中がいた。これ
らの人達ともモスクワで立ち入った議論が
出来たのは、サミュエリのお陰である。
　しかし、勿論、良いことばかりではな
い。70年代も後半になると、鬱屈した雰
囲気が次第に強く感じられるようになっ
た。その背景には73年のオイル・ショック
をきっかけとした経済情勢の悪化があっ
た。1974年3月、「経済改革の父」といわれ
たニェルシュ・レジューが党政治局員から
降りたあたりが転機で、保守派の巻き返し
が活発となった。チコーシュ・ナジももはや

「ブレーキは過渡的」とは言わず、「経済を
プッシュ・ボタンで動かせるように思ってい
る連中がー」と剥き出しの辛辣な言葉を使
うようになっていた。しかし、経済には「経
済の論理」があるからこの「暗闘」も1975
年末頃がピークで、降格されたニェルシュ
は新年を迎える頃には「われわれは勝っ
た」と内輪で語っていたそうだ。
　カーダール主義がこの時期にも後退しな
かったのは、経済的に与えられるものが少
なくなったことへの「代償」という側面があっ
たと思う。それは悪いことではなかったが、
より多くを望む知識人たちには鬱屈した不
満が蓄積されつつあった。76年秋の一夜、
エーヴァ・ガーボル夫妻から「ここ10年くら
いの社会主義にどんな見通しを持ってい
るか」と直裁に問われ、まともには答えられ
ず、「5年、10年のタームではペシミストたら
ざるを得ないが、15年、20年となると、ソ連
型の体制がそのまま維持できるとは思えな
い」と答えたことを思い出す。この「20年」が

「控え目」に過ぎたことが分かるには、その
後の「15年」が必要だったが、この時、エー
ヴァが’In essence it is the same system’ 
と表現し、カーダール主義もソフトな「皮」
を剥いていくと党の権力独占という硬い「
核」が出てくることに変りはない、という認
識は共有されていた。この「核」が次第に侵
食されていくのは80年代の物語である。

エコノミストのハンガリー回想(3)	
											　　	70年代のハンガリー　　佐藤　経明
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エールリッヒ女史宅で。右端がアレック・ノーヴ
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　仕事柄、ネットや新聞・雑誌でたくさんの文章を読んでいるの

で、家で読む書籍は仕事と直接関係のないものになる。しかも、長

編小説のような長いものではなく、新書の

ように短時間で読める書籍がほとんどだ。

最近読んだものの中で少し長いものでは、

梅村裕子さんが訳された『コチシュ・ゾル

ターン』（現代思潮社、2007年）が面白か

った。ハンガリーの音楽記者が1年にわた

って、コチシュを追いかけた通信・コミュニ

ケーション報告である。一流の音楽家がど

のような日常生活を送っているのか、どのような音楽作業を行っ

ているのかが、手に取るようにまでとはいかないが、少しだけ分か

る本である。もっと創造過程の内部に踏み込んでいればもっと興

味深いものになったはずだが、多分、それは音楽家本人が書く以

外にないだろう。しかし、音楽家がそれを記す余裕や能力がある

かどうかはまた別問題だから難しい。芸術であれ科学であれ、創

造過程の分析は教育の発展にも役立つので重要だ。芸術分野に

比べて、学問分野の創造過程を再現して描写することはそれほど

難しくないし、私が翻訳した『コルナイ・ヤーノシュ自伝』（日本評論

社、2006年）などは経済学者の創造あるいは思考過程を知る上

でたいへん貴重な資料でもある。旧社会主義世界から生まれたコ

ルナイ理論のユニークさが多くの経済学者を惹きつける魅力にな

っているが、この自伝からコルナイの理論関心の発展と理論形成

のプロセスを読み取ることができる。それが専門家の高い評価を

受けた理由だと考えている。社会学ではこのような創造過程研究

が独立分野としてあり、科学過程論とか創造過程論とか呼ばれる

ものがそれに当たるが、研究者の数はそれほど多くない。多くの芸

術家が自らの創造プロセスを是非、書物の形にして欲しいものだ。 

　私の日ごろの読書は手当たり次第。新聞

広告で面白そうなテーマがあると、Amazon

で注文し、日本へ帰国した時にまとめて持

ち帰る。ここ1～2年注目しているのは、生化

学者の福岡伸一である。『生物と無生物の

あいだ』（講談社現代新書、2007年）は彼の

ヒット作になったが、「生命は流れの中にあ

る」という基本視点から、生化学のいろいろ

なテーマを非常にうまく物語に仕上げてい

る。「科学エッセイ」とでも呼べるような分野を切り開いている。物

語の構成が良くできていて、短編の推理小説のような味わいがあ

る。この続編が、『動的均衡』（木楽舎、2009年）、『世界は分けても

わからない』（講談社現代新書、2009年）である。多分、高校時代

にこれらの本を読んでいたら、社会科学ではなく、生化学の分野

へ進んでいたかもしれない。福岡さんの著作は高校生や大学生が

生化学研究を志すバイブルになると思う。

　2009年秋に日本へ一時帰国した時に、「ハプスブルグ絵画展」

を宣伝していた。実際に足を運ぶことはできなかったので、空港の

書店で見つけた中野京子『名画で読み解く　ハプスブルグ家12

の物語』（光文社新書、2008年）を持ち帰って読んだ。なかなか歯

切れのよい明快な解説で、絵画をもとにハプスブルグ650年の歴

史を駆け足でめぐる物語である。絵画は私の趣味に入っていない

が、この本を読むと、それぞれの絵にある

事情や社会的背景を知ることなしに、絵画

を楽しむことができないことが良く分かる。

もっとも、それはすべてのことについて言

えることで、スポーツでもルールや競技の

妙技を知らないスポーツを見てもつまらな

いし、ロシアの歴史時代を知らなければロ

シア文学作品を楽しむことはできないだろ

う。前提になる知識があるかないかで、作

品の楽しみ方や理解の仕方はまったく違うものになる。

　その時々で、関心が変わったり、ふとしたことで何かを知りたくな

ったり、高校時代や大学時代に読んだ本が懐かしくなったりして、

購入したのに読んでいない本を書棚で探したりする。長谷川宏さ

んという在野のヘーゲル研究者が、1990年代初めごろからヘー

ゲルの作品を次々に翻訳していることが気になっていた。ドイツ

哲学の難解さは良く知られているが、難しさのかなりの部分は翻

訳にあるのではないかと考えていた。昔の

学者さんはヘーゲルにしろ、カントにしろ、あ

るいはマルクスにしろ、難しい熟語を編み出

してそれぞれの理論の新しい概念を日本語

に翻訳していた。悪戦苦闘して訳したものだ

から、文章の言い回しも、ドイツ語原文より

も難しくなっているのではないかと思ったも

のだ。大学や大学院で原書購読というと、長

い文章から与格や対格がどれかを探し出し

て解読するようなものだったから、自然と訳文も難しくならざるを

得なかった。こういう先生がドイツに留学したのは良いが、ドイツ

語の会話が成立しないので、内に閉じこもって鬱病になって日本

へ戻ってくるという話をよく聞いたものだ。

　大学研究者の道を歩まず、在野の研究者としてヘーゲル研究を

続けてきた長谷川さんが、非常に分かりやすい文体でヘーゲルの

翻訳本を出したことが話題になっていた。大学時代にマルクスの『

資本論』を読み始めた時に、これはヘーゲルを読まないと理解で

きないと思い、岩波文庫の『小論理学』などを読んだが、以後はヘ

ーゲルに関心が向くことはなかった。だから、長谷川さんの翻訳本

を買おうと思うところまでは行かなかった。ところが、たまたま本屋

で『新しいヘーゲル』（講談社現代新書、1997年）を見つけ、ブダ

ペストに持ち帰った。なるほど、長谷川さんのヘーゲル解説は平易

な言葉と語り調になっている。こういう文章は大学の先生には書

けない。在野の研究者として苦労し、一筋にヘーゲルを追いかけ

た成果が実っている。拙著『ポスト社会主義の政治経済学』を執筆

するにあたって、第一章に「体制転換の哲学」をおき、体制転換に

社会哲学的な考察を加えようと努力した。まさにそのような知的営

みが、ヘーゲルへの関心を再び呼び起したようだ。次回の一時帰

国には、長谷川さんの翻訳一式を仕入れてくることになろう。

　JSTVのニュース番組を欠かさず見るが、それ以外の番組はほ

とんど見ない。ところが、「天地人」だけは見るようにした。戦国の

時代から国家統一に向かう激動の時代に生きたいろいろな武将

たちの生き様は、現代にも通じるところがある。石田光成は今で言

えば「会長秘書」のようなもの。秀吉会長の威を借りて、諸大名（地

方支店長）を牛耳ってきた付けが、関ヶ原の合戦で小早川の裏切

りにあった。諸大名の苦労を理解して、うまく束ねる人望がなかっ

たのだろう。やはりいくら能力があっても、「秘書」上がりでは国（会

社）を治めることはできないのだ。それはそれとして、このような国

造りの時代には、大きな理想や大義を掲げて闘うという美しさが

ある。公的資金を盗むことに勤しんでいるハンガリーの政治家や

彼らとつるんだ事業家とは大違いだ。旧社会主義国の体制転換に

大義がなかった訳ではない。しかし、ほとんどの人はすぐに大義を

忘れ、国家資産の略奪に走ってしまった。しかも、そうやって巨額

の富を築いた人が国の指導者になっている。キプロスやタクスヘ

イヴン地に資産を移している政治家が国民に緊縮政策を訴える

のは、どう考えても理屈に合わない。だから、極右的な政治勢力が

台頭してくる。いつの時代にも腐敗した政治家に絶望して、極右や

極左への支持が広がる。

　こうやって考えていると、ふと以前に購入したまま頁をめくっ

ていない本に手が行った。秦郁彦『南京事件－増補版』（中公新

書、2007年）である。南京事件70年を機に、1986年出版の旧版

に、「南京事件論争史」を加えた増補版が発刊された。1937年の

南京事件はそれから8年にわたる「対中戦争」への突入を決定づ

ける事件になった。中学時代の図工の先生が、「戦争はいかん」と

何度も授業中に語っていたのを思い出す。終戦から10年以上も経

っていたが、「夜中に叫び声をあげて目を覚ます」という。中国人

を池の縁に座らせ、日本刀で首を切った時の情景が思い浮かぶと

いうのである。いわゆる「試し切り」と呼ばれる行為は、対中戦争で

良く知られた処刑法だった。

　南京攻略に大義はなかった。いたずらに戦線を中国全土に拡

大する侵略戦争に、何の大義もなかった。南京攻略に駆り立てら

れた日本兵は、十分な後方支援を受けることなく、肉弾戦を強いら

れた。その苦しさと同僚を殺された憎しみ、飢えの中で、南京城の

攻略が始まった。他方、中国軍は撤退時期を誤り、正面突破を試

みた部隊や揚子江に逃れようとした部隊は、機関銃掃射で皆殺し

にされた。揚子江が中国兵の死体で埋まっ

たという。その数は万を超えると言われる。

しかし、これはふつう「南京虐殺」の数字の

中に含められない。日本軍に大義のない侵

略戦争だから、撤退する軍人を大量に殺し

たのも虐殺のうちに入ると思うが、不法なも

のであれ、軍人の殺戮は「虐殺」に含めずに、

「戦死」という扱いになるらしい。

　「南京虐殺」として批難されているのは、

南京城制圧以後の日本軍の無法ぶりである。とにかく兵士は飢え

と憎しみに固まっていた。だから、戦闘が終わった後は、民家に押

し入り、婦女子を強姦し、食料品を強奪した。将校もそれを止めな

かった。強姦・強奪の証拠を残さないために、いとも簡単に民間人

を殺し、家屋に火を付けた。さらに、難民区へ流れた中国兵を摘発

するために、難民区から成年男子を連れ出し、処刑するのが日課

になった。これは南京攻略からほぼ2カ月にわたった。捕虜をとっ

ても収容する施設がなかったので、「捕虜をとらない」ことが暗黙

の了解になった。つまり、捕虜はすべて殺すということだ。部隊将

校の「百人切り」や「二百人切り」の首切り競争が行われたのは、こ

のような異常な状況の出来事である。

　このような行為は国際法に違反するだけでなく、皇軍（天皇の軍

隊）の倫理とも相容れぬはずである。しかし、大義なき戦争はすべ

ての倫理的な足枷を断ち切ってしまった。この南京での虐殺をめ

ぐって、現在もなお、日本では「大量虐殺派」と「虐殺まぼろし派」の

論争が続いている。もっとも、秦氏によれば、「まぼろし派」のほとん

どは虐殺の存在を否定するわけではなく、数を最小限に見積もる

派だ。ただ、数名の論客はまったく虐殺はなかったと主張している

ようだが、これはいただけない。

　陸軍が慰安婦を送りだすようになったのも、この南京事件を教

訓にしてのことだ。しかし、大義のない戦闘によって、兵士の心は

荒れ、無用な殺生を続けることになった。日本国あるいは日本人

はその責任をどうとったのだろうか。A級戦犯の処刑で、日本帝国

主義の侵略戦争の責任問題は解決済みと言えるのだろうか。

　戦国時代を終焉させた徳川幕府も、250年の歴史で幕を閉じ

た。社会の体制が変わる大変動の時代には、再び大きな大義や理

想が現れる。第二次世界大戦から生まれた社会主義が崩壊して、

新しい社会体制が生まれる。こういう変動の時代には、やはり社会

哲学が必要になる。ヘーゲルもまた、フランス革命を目の当たりに

して、社会発展の精神（理性）に考えをめぐらした。「金もうけ」や「

生活のノウハウ」を教える書物も良いが、こういう時代には、もっと

インパクトのある古典を読んで、思考力を付けたいものだ。せっか

く社会が大きく変動する歴史時代に生きているのだから。

　

　　　　　私の読書日記

　　　　　　　　　　　　　盛田　常夫　
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　予定通りの一年半後に仕事が切りの良い段階にあったなら、
日本に帰ったかもしれません。実状は、その頃にはまだ切りをつ
けられる状態でなく、「始めた研究は終えるべし」と云う責任があ
りますから、その段階で帰る訳にゆきませんでした。ただ、研究と
言うのは芋ほりのようなもので、つるを引っ張ると（運が良ければ
ですが）次 と々芋が出てくるので、切りのつけようが難しくなりま
す。そんなことをしている内に私の方が複数のつるで当地に縛ら
れる様になったわけです。ある意味ではぬるま湯にどっぷりと浸
かってしまったとも言えますが、私が授かった才能の程度を考慮
すると、許される罪の範囲内だと思います。
　ハンガリーでは最近自然科学に人気が無いそうで、同僚たち
は嘆いています。今年の大学進学希望を見ても、高校の物理の
先生を養成する学科へ願書を提出した人は、全ハンガリーでた
ったの7名だったとのことで、大変なショックを起こしています。初
等中等教育で良い先生がいなかったら研究者になろう等という
生徒は出てきませんから、今後のことを考えると、ハンガリー物
理界の大問題です（日本でも理科離れの傾向が強まっているこ
とを聞きますが、ノーベル賞四重受賞で流れが逆になることが
期待できましょう）。
　物理学にとって現在は大躍進の時代ではなく、地道な発展の
時期です。去年のノーベル賞の小林益川理論は37年前の1972
年に出されましたが、それが実験的に確認されたのは僅か8年
前の2001年のことです。物質を構成する最も基本的な粒子（素
粒子）について研究する分野ではこのように理論的研究が先走
りしています。私がやっている物性物理の分野では逆に実験的
研究が理論を先導しています。物性物理とは、たくさんの原子か
ら構成される、目で見える大きさの物質が示す多様な性質を研
究する分野ですが、これまでに無い新しい性質を示す物質が実
験室で次 と々作り出されるので、それを原理的に説明する仕事
の方が後ろから一生懸命追いかけている状況です。「目で見え
る物質」が如何にたくさんの「原子」から造られているかは、原子
をテニスボールの大きさに例えると実感できます。「目で見える物
質」は一辺が千キロメートルの箱の大きさになります。孤立した、
一つの原子の振る舞いは理論的に完全に知ることが出来ます
が、これだけの数の原子が集まると、一つ一つの原子の研究から
では予想も出来ない現象が起こるのです。抵抗無しに電気を伝
える、という日常の常識に反した「超伝導現象」とか、逆に、2000
年以上前から日常的に知られている「磁性現象」（磁石の性質）
など、その多様性は数限りありません。「目で見える物質」のこの

ような多様性を、原子レベルで有効な基本原理から出発して、物
質レベルの法則を導き出して理解するのが物性物理学の醍醐
味です。
　素粒子物理学の実験装置というのは、今では超々巨大になっ
ていますが、物性物理の実験は小さくて済むものも多く、個人個
人のアイデアの重要性が高いですので、ハンガリーのような小国
にもやれることはたくさんあります。そのため物性物理には、民族
性が反映されているなー、と思わず言ってしまうような仕事もとき
どき見られます。ハンガリーが30年前に「低次元のメッカ」と言わ
れたのも、独創的なアイデアを出す非常に高次元な頭を持った
実験家と理論家が協力し、互いに助け合う家族的な研究環境を
構築し保全していた努力の果実でした。ちょうど「メッカ」期の全
盛時に当地に来れたのは、偶然の重なりによるとは言え、私にと
っては本当の幸運でした。

　大雪で始めた話はやはり大雪で閉じるのが洒落ていますので
申し上げますが、科学アカデミーの物理学研究所は90番のバス
の終点、すなわち山の上にあります。大雪が降ると上の方ではバ
スはすぐ走らなくなります。歩いて下山したことが何度もありまし
た。不思議なことに、同僚と話しながら雪のなかを歩いている時
には必ずと言ってよいほど良いアイデアが出てくるのです。最近
大雪が少なくなったのを残念に思うのは、子供の頃の雪への憧
れというより、むしろそのためです。

　目にも鮮やかな民族衣装、コロンド村の素朴な陶器、懐かしさを
覚える木彫りのセーケイ門･･･。古い伝統を今に残すエルデーイ地
方（トランシルバニア）に興味を持ったのはいつだったか、はっきりと
は覚えていない。私は1980年代初め、まだ社会主義の時代にリスト
音楽院への留学生としてブダペストに降り立った。バルトークやコダ
ーイの曲名に現れる民謡の採集地として認識したのが最初だった
ろうか。ハンガリー人の友人が増えるにつれ、分断された旧ハンガリ
ー領に住む同胞達の事について何人もが私的な集まりで密やかに
話し合い、部屋をエルデーイの民芸品で飾り、外国人の私に熱く語
る場面が幾度となくあった。今と違い、ハンガリーのメディアではテ
ーマ自体がタブーだった。その内、親戚や友人を国境外に持つ人が
多いと知り、彼らに誘われて私もその地へ出かけるようになった。民
芸品だけでなく山に囲まれた自然の美しさ、伝統的な生活、アール
ヌーボー建築に彩られた都市、人懐っこい人々。私はあっという間に
この地の魅力にとりつかれ、エルデーイ詣でを始めた。ハンガリー人
達がなぜそれほど熱く語るのか、だんだんわかってきたのである。
　一方この時のルーマニアはチャウシェスクの圧政下である。一部
食料は配給制、ガソリンは慢性的な不足、停電も日常茶飯事だっ
た。現地の人は外国旅行も出来ないし、おまけにハンガリー人という
と当局から敵視される面もあり、ハンガリー語の印刷物を持ち込む
事まで制限されていた。だから旅行といってもとんでもない不便やち
ょっと危ない事と隣り合わせの旅である。知人の家に泊まるにも面
倒な届けが要ったので、夜になってから行くとか、まるでスパイ映画
もどきである。
　間もなく、ゴルバチョフのペレストロイカで東欧の政治が動き出し
た。ハンガリーが体制転換していく中、初の官製でない大規模デモ
は、ちょうどエルデーイ地方の村に対する解体計画に抗議するもの
でいかにも象徴的だった。時代の流れで私の生活も巻き込まれるよ
うに変化し、帰国予定は延期してしまった。めったにない歴史的な
変化が目の前で起こりつつあり、居合わせた幸運を感じ、変化の行
き着く先を見届けたい気持ちになった。考えている暇もなく、次 と々
取材に来る日本からの報道関係者に案内役や通訳としてお供し、政
治の現場に立っていた。
　テメシュヴァールのテーケーシュ・ラースロー牧師が発火点となっ
たルーマニアの革命では、ＮＨＫの記者と共に現地に入り取材を手
伝った。銃弾が飛び交い出したのでさすがにあわてて退散した。チャ
ウシェスクが処刑され、これで圧政から人々が開放されるかと感無
量だった。雑誌の連載で取材に来られた作家の杉山隆男さんを、テ
ーケーシュ牧師とエルデーイの作家、故シュテー・アンドラーシュ氏
のところへお連れし、長いインタビューをした。それは後に『きのうの
祖国』という本になった。日本人にはわかりにくい、国境線の変更で「
外国」に取り残された人々の様子が日本人の目線で描かれている。
　1990年代初め、一旦帰国し雑誌などでライターをしていたが、あ
る日ルーマニアの民族舞踊団来日というポスターが目に止まった。

写真はエルデーイにあるハンガリー人村のひとつである。しかしハン
ガリー人を示す記述はなく、どう読んでも単にルーマニアの舞踊団
という感じだ。主催者に問い合わせると、最初はトランシルバニア・マ
ロシュ舞踊団と書き、チラシにもそれとなくハンガリーの国旗色を使
ったが、ルーマニア大使館からクレームが付き、ルーマニアを明確に
示すよう強要されたという。さもありなん、と思ったがせっかくハンガ
リー人が自分達の踊りを日本で披露するのにルーマニア人と思わ
れたままでは気の毒なので、問題提起を試みた。週刊誌のアエラが
取り上げるというから、ルーマニア大使館に取材した。大使までお出
ましになったが納得行く説明はなく、ともかくハンガリーの踊りとい
う事実は伏せておきたいようだった。アエラに記事を書き、ちょっと
騒動になった。複雑な民族問題はこんなところまで影を落としてい
る。それにしても外国旅行が命がけだった時代を思うと隔世の感じ
があり、日本にまで伝統舞踊を紹介できるようになった感慨に浸っ
た。以後もエルデーイからの舞踊団は来日公演を重ね、愛好者を増
やしているようだ。　
　90年代の半ばに日本大使館の専門調査員として再びハンガリー
へ来ることになった。エルデーイへの関心はずっと続き、テーマのひ
とつとして調査した。一度は堤大使ご夫妻を視察にご案内し、セー
ク村やエルデーイの東端ジメシュ地方までも出かけた。「タイムマシ
ンで百年前の世界に行ってきましたよ」。旅行から帰って開口一番、
大使は会議でそうおっしゃった。
　この後、作家のシュテーさんをハンガリー文学の重鎮として日本へ
招いた。多彩なプログラムで秋の日本を堪能され、私は通訳として同
行した。民族対立の暴動で片目を失明され、疲れやすかったシュテー
さんは、食べ物が合わないかもと心配し、ルーマニアから缶詰を持参
されて重い荷物があった。地方へ旅行する時に、私は自分の荷物を
宅配便で行き先のホテルへ送り軽装で旅の用意をした。シュテーさん
にもそれを奨めたが、荷物が翌日ホテルへ着くことをなかなか信じて
もらえない。紛失したら困るから自分で持っていくとおっしゃる。当時
の駅はまだエレベーターがどこでもある訳でなく、奥さんとお二人の
重いスーツケースを一緒に抱えて階段をひきずり往生した。宿泊先の
ホテルで私を待っていた荷物を見て驚かれ、帰りは送る事になったの
で助かった。食事にもカルチャーギャップがあった。日本のもてなしは
高級になるほどその場で調理するような機会が増える。しかしシュテ
ーさんにとって生肉や生魚は厨房で処理するものという意識が強か
ったらしい。日本的なものをと考える招待側の意に反して寿司はおろ
か、鉄板焼きや目の前で揚がる天ぷらも提案だけに終わった。それ
でも旅館やデパートの食品売り場などはお気に召したようだった。
　現在、エトベシュ大学の日本学科で教員をしているが、新入生の
中には大抵、国境外からのハンガリー人学生が混じっている。優秀
な人が多いが、卒業すると故郷に帰る人の方が少数派で、本国への
移住が増えるばかりの状況には複雑な思いだ。グローバリズムで伝
統文化はこれからどうなっていくのだろう。

ハンガリー履歴書 ハンガリー履歴書

ハンガリー30年、物理学一筋 【その2】 エルデーイへの思い入れハンガリー30年、物理学一筋 【その2】 エルデーイへの思い入れ板井　一政 梅村　裕子

履歴書 履歴書 9
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私らしく
ハンガリー国立バレエ団

浅井　友香

　私が初めてハンガリーに来た時の印象は「なんて素敵な国なん
だろう！」でした。ロシアのサンクトペテルブルグにあるバレエ学校
に2年間留学した後、ハンガリーにやってきた私にとって、ここはま
さにヨーロッパ。街の雰囲気や人など全てのものが輝いて見えまし
た。後々ハンガリーで知り合った日本人の方に話を聞くと、最初は
嫌になったという意見が多く、同じ日本人でも全然感じ方が違うん
だと思いました。
　ロシアのバレエ学校を卒業後、どこのバレエ団を受けようか迷っ
ていましたが、周りや親から「せっかくロシアで学んだのだから海
外で挑戦してみたら？」という温かい後押しもあって、とにかくいろ
んな国のバレエ団にメールを送りました。最初は不安でしたがどこ
もすぐに返事を返してくれ、その中でハンガリーがプライベートオー
ディションをしてくれるというのですぐ受けることに決めました。そ
の時不思議と迷いがなかったのはやっぱり何か感じていたからか
もしれません。去年の10月にハンガリー国立バレエ団のオーディ
ションに受かり、すぐ働くことになりました。海外での一人暮らし、
バレエ団で働くことなど全てが私にとって初めてのことでしたが、
そのことにも不思議と不安はありませんでした。
　しかし正直、ハンガリーにあんな素晴らしいオペラ座があること
も知らず、ましてバレエ団？という疑問を抱いていましたがその考
えはすぐに変わりました。バレエ団のレベルも一流でレッスンや公
演などやりがいがありますが、何より一般のハンガリー人にとって
バレエや音楽はとても身近なもので毎回公演にはたくさんの人が
観に来てくれます。それだけで踊り手にとってはモチベーションが
上がるし、踊っていてもすごく楽しいです。またハンガリー人はみん
な温かい人ばかりで、私はもっとバレエ団での関係は、ぎくしゃくし
てるのかな～と思っていたのですが、皆さん本当に仲が良く、私の
ような外国人でもすんなり受け入れてくれ、友達もすぐにできまし
た。
　もちろん、楽なことばかりではありません。言葉の壁や一人で暮
らす寂しさ。そしてどこへ行っても人種的な差別はあります。バレエ
の場合、母国以外の国でやっていくには仕方のないことですが、特
に日本人は西洋人の中に入れば目立ってしまいます。時には目立
つことも大切ですが、私はバレエ団に入ったばかりなのでもちろん
群舞(コールドバレエ)です。群舞はみんなと揃える事、一体になるこ
とが求められるので、目立ってしまう私は役から外されることも多
々あります。みんなが踊っているのに私だけ踊れない。そんな疎外
感には何度も何度もくじけそうになり、日本に帰ることも本気で考
えました。
　でも、そんな時、私を支えてくれたのは、応援してくれる人たちで
した。

　日本からエールを送ってくれる友達や家族。同じように海外のバ
レエ団で頑張っているバレエダンサーたち、そして何よりハンガリ
ーに住んでいる日本人の方たち。1、2回会っただけでも心の底か
ら応援してくれ、私をハンガリーで一緒に頑張る「仲間」として受け
入れ、温かく見守ってくださっています。「みんなも頑張っているん
だ！私も負けずに頑張らなくちゃ！」と何度も励まされました。日本
にいたら出来ないような素敵な出会いや、日本人として日本を誇り
に思うようになったり、私にとってバレエばかりでなく他のことでも
色々経験ができました。
　今、私は2年目のハンガリーでの生活を本当に楽しんでいます。
少しずつですが言葉も覚え、周りとのコミュニケーションもとれる
ようになってきました。休みの日は友達と買い物に行ったり、ホー
ムパーティーをしたり、去年よりも充実した日々を送っています。
　これからはバレエだけでなくいろんなジャンルのダンスにも挑戦
してみたいと思っています。それから言葉もこの機会にぜひマスタ
ーしていけたらいいです。
　バレエ団での契約は一年ごとなので来年ここにいられるのかも
全くわかりませんが、私はこの国が大好きです！ずっとずっと働け
たらいいな～と思っています。
　これからも人と人とのつながりを大事に、私らしく、ハンガリーで
踊っていきたいです。
　そしてぜひ、みなさんも一度オペラ座へバレエを観に来てくださ
い！！！お待ちしています！！！

✒ ✒ ✒ ✒ ✒ ✒ ✒ 留学生自己紹介 ✒ ✒ ✒ ✒ ✒ ✒ ✒
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　訃報は突然やってきました。9月5日、ベ
ルリン自由大学のヨーロッパ日本語教師会
シンポジウム。その会場で、同僚のセーカ
ーチ・アンナさんがかけより、目にいっぱい
の涙を溜めて私の耳元で囁きました。「相
馬さんが亡くなった」。一瞬、何を言ってい
るのかわからず、「えっ、何？　何の話？」。ア
ンナさんは小声で「相馬さんが亡くなった」
と繰り返すばかり。「どうして？何が原因？」
、「わからない！亡くなったという知らせだ
け」。携帯電話を切っていたため、訃報は
日本のご遺族や私の家族からではなく、ハ
ンガリー日本語教師会を経由して私達の
元に届きました。わずか1カ月半前の7月、
相模大野のマンションに泊まらせていただ
き、楽しい3日間を相馬先生と過ごしたば
かりの私には、その知らせは信じられませ
んでした。
　本当に突然のことでした。9月4日の夕
方、夕食を作っていた最中に気分が悪くな
り、ソファーに横になったまま亡くなられた
とのこと。74歳でした。49日が過ぎた今で
も、まだ半分信じられない状況です。あまり
にも急に、そしてあまりにも早く遠い世界へ
旅立たれてしまいました。　
　私達先生をよく知る者にとっては「相馬
さん」、ハンガリーの友人、知人にとっては「
ショウコ」と親しみを込めて呼ばれていた
相馬笙子先生は、長年東京都の小学校で
音楽教育に携わってこられる中、合唱指導
のためにコダーイ・システムを勉強しようと
ハンガリーへ何度か足を運ばれ、定年退
職後の1980年代後半にブダペストへ単身
移住。老後を海外で過ごすことがまだ珍し
かった時代です。しかし、昨年、健康に不安
を覚え、日本へ帰国されていました。ハンガ
リーでは、ブダペスト日本人補習校で教鞭
を取った後、長くセゲド大学で日本語を教
えられていたほか、ケストヘイにある人生
の樹学園のサポートなど、ボランティア活
動をなさっていました。
　特に、私の所属するNPOハンガリー日本
語教師会(MJOT)にとって相馬先生は、な
くてはならない存在でした。先生は、2001
年にMJOTが設立された際の設立メンバ

ーの一人。2002年にブダペスト商科大学
で開かれたヨーロッパ日本語教育シンポ
ジウムの際には実行委員、長年の運営委
員、2005～2006年度には会長職にも就
かれ、教師会のために尽力されていまし
た。

　その中でもとりわけ教師会発行の日本
語・ハンガリー語語彙集に関しては、執筆
者から集めた原稿を編集委員や校正者と
いっしょにご自宅のパソコンでコツコツと
編集し、出版後は在庫管理、販売、会計な
ど、何から何まで雑用一切を全て一人で引
き受けて下さいました。
　そんな相馬先生を一言で言い表すとす
れば、圧倒的な存在感です。学歴も収入も
地位も意味がなく、いざという時には、自分
が正しいと信じることを勇気を持って発言
される稀有な方でした。私達会員はいつも
先生に安心感をもらい、先生が応援してく
れるなら、少々無理な事業でもできそうだ
と思わせてしまう威力、オーラの持ち主で
した。
　同時に、先生は大変細やかな心配りのひ
とでした。教師会への度々の寄付を始め、
先生の手料理による「おいしい」運営委員
会や大人数の研修会をブダペストが一望
に見渡せる自宅のサロンで開かせていた
だいたことが何度あったことでしょう。
　私が初めて「相馬さん」とお会いしたの
は、かれこれ20年以上も前。以来家族ぐる
みでお付き合いさせていただきました。少
々怖そうな相馬先生でしたが、子供達には
頼りがいのある存在。10年ほど前に亡くな
った実家の母にとっては、ハンガリーでの

良き友でした。母が亡くなった後は、相馬
先生は私の愚痴のこぼし相手。決断に迷っ
た時など、適切な助言で励まし支えてくだ
さいました。大胆な発想、論理的な考え方、
そしてどんな人にもおもねらない、凛とした
生き方と態度にあこがれさえ感じました。
　相馬先生を語るとき、ファッションに触れ
ないわけにはいきません。鮮やかなカラー
メッシュの入った茶髪、爪ごとに色が違っ
たマニキュア、大振りな指輪やアクセサリ
ー、大胆な色柄の服、おしゃれな帽子など、
普通の日本人ならとても似合わないコーデ
ィネートが相馬先生にはぴったり。型には
まらない先生の性格そのままでした。
　たばこをくゆらせながらはすに構えて話
をする姿には、単刀直入の物言いとあいま
って、姉御の雰囲気が漂い、初対面の方は
幾分の恐怖感を覚えたかもしれません。し
かし、実は心優しい方でした。亡くなる少し
前に日本からメールをいただき、ハンガリ
ー語で「もうアンナと紀子にご飯を食べさ
せてあげられないのが寂しい」と書いてこ
られたのが、思えば最後の便りでした。夕
暮れ近く職場で終わらない仕事を前に、同
僚のセーカーチ・アンナさんと二人で「疲れ
たなあ」とため息をついていると、「晩御飯
でも食べに来ない？」とタイムリーな電話
がかかってきて、夜景もおかずにして相馬
宅で晩ご飯をご馳走になり、元気というお
土産ももらって帰宅したことが思い出され
ます。
　もうその心優しい姉御の笑顔には会えま
せん。しかし、かけがえのない友人、先輩、
メンターを失ってしまったという喪失感とと
もに、未だに半信半疑な状態が続いている
のは、相馬さんが肉体的にはあの世に旅立
たれても、存在感という点ではこの世に強
烈な刻印を残して逝かれた証かもしれま
せん。では、相馬さんは私たちに何を残し
て逝かれたのか、相馬さんの存在感とは何
だったのか、それを考える日々ですが、一
つ確かなことは、人間は誰しも、思い出す
人がいるかぎり、肉体は滅びても精神は滅
びないということです。その思い出す人で
私はあり続けたいと思います。

相馬笙子先生を偲んで
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 佐藤	紀子
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ハンガリーに戻ってきた理由
三川　桃

　私が初めてハンガリーの地を踏んだのは
2004年の8月、18歳の時でした。あるハンガ
リー人の友達による短期留学プランに参加し
たことがきっかけでした。そもそも私がハンガ
リー語を勉強するようになったのは、大学受
験の時に「誰もやってないことがしたい」と思
っただけ、という単純なものでした。唯一ハン
ガリー語専攻を設置している旧大阪外国語
大学で学び始めて半年もし
ないうちにハンガリーへ行く
ことにしました。初めての海
外で、ましてや半年も勉強し
ておらず「右も左もわからな
い」状態でした。プログラムそ
のものは日本人グループと一
緒だったのですが、ハンガリ
ー人の家族のところにホーム
ステイしていたので「座って」
という単語すら聞き取れず、ホームシックにな
った記憶があります。しかしとても親切に優し
く接してくれる家族、興味を持ってきてくれる
ハンガリー人の学生、ひょんなことから文通
をすることになったkocsma(飲み屋)で知り
合った男の子(そして5年以上になる今日も彼
との文通は続いています)、おいしい料理、プ
スタに広がる大自然、歴史を感じる建築物な
ど、楽しい要素がいっぱいでハンガリーがとて
も好きになりました。2005年の2月にも同様
のプログラムに再び参加するほどハンガリー
がお気に入りになりました。連絡が取れる友
達がいることがとても嬉しく思いました。
　そうこうするうちに、ハンガリー政府奨学金
の面接試験を受け、1年ハンガリーへ留学す
る決意をしました。私が選んだのはデブレツ
ェンでした。2006年の9月、どこに何があるの
かも全く分からない、知り合いもいないデブ
レツェンでの生活が始まりました。到着当日
から手配ミスにより居住場所が確保されてい
ないというトラブルを発端に、問題続きの日々
との戦いでした。3人相部屋、6人1ユニットの
寮生活。もちろんルームメイトとの間にトラブ
ルはたくさんありました。3ヶ月くらいひたすら
忍耐しました。でもいつも必ず誰かが励まして

くれました。鞄をスーパーで盗まれた時も、見
ず知らずのおばちゃんが旦那さんと一緒に警
察に連れて行ってくれたり、寮まで奥手くれた
り面倒をよく見てくれました。そして何よりも
私のかけがえのない存在は、通っていたホル
トバージ民族舞踊団です。年齢層の広いハン
ガリー人との週2回の練習が私のデブレツェ
ンでの生活には欠かせない存在でした。色ん
なお祭りや舞台に連れて行ってくれたり、日本
料理を作る会を開いてくれたり、するっと私を
受け入れてくれました。ゆったり流れる時間、

心から笑える心の豊かさ、
お客さん好きな民族が大好
きです。ハンガリーでの生活
は、ひたすら飲んで、踊って、
飲んで、喋って、踊って、飲ん
で、喋りました。全くまじめ
な意見ではありませんが、
ハンガリー人を知るために
はすごくいい手段です。
　多くの人に支えられて過

ごしたハンガリーでの10カ月を終えるころに
は「もうハンガリーに戻りたくない」と言って
いた覚えがあります。楽しいことの反面、つら
かったことも嫌だったこともたくさんあったか
らです。それから2年の間はハンガリーに行か
ず、2009年3月に大学を卒業しました。気が
つけば私は就職せずに再びハンガリーへ行く
準備をしていました。自分の中で何か、違和感
が残っていたからです。そうして2009年9月、
私はまたハンガリーに降り立ちました。「何か
を探すために」。
　相変わらず問題だらけの日々ですし、1か月
も使ってない自転車も盗まれましたし、ビザの
取得にも6回以上入国管理局に通う始末でし
た。それでも、私の話に耳を傾けアドヴァイス
をくれる友達がいること、各地に会いに行ける
友達がいること、何気ない出会いが温かいこ
との幸せさに再度気づかされ「戻ってきてよ
かった」と思います。
　良く言ったら大らかで寛容、悪く言ったら大
雑把で適当なハンガリー人ですが、憎めない
彼らとの生活の中でのびのびと暮らせる魅力
を知ってしまった私が再びハンガリーに戻っ
てきたことは、強ち間違いではなかったのでし
ょう。

✒ ✒ ✒ ✒ ✒ ✒ ✒ 留学生自己紹介 ✒ ✒ ✒ ✒ ✒ ✒ ✒
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あわてず、あせらず、あきらめず
ELTE教育学部教員養成科

大山　彩

　1995年12月、当時10歳の私は地元の合
唱団の演奏旅行で初めてハンガリーを訪れ
た。ハンガリー人はとにかく素朴で優しく、遠
く日本からの来客を精いっぱいの気持ちを込
めて出迎えてくれた。コンサートではハンガリ
ーの合唱団と共演し、言葉や文化の違いをこ
えて歌声を合わせ、それはまるで水の輪のよ
うに広がった。あのなんとも言えない心地よ
さが私を虜にさせ、この地にまた呼び戻した
といっても過言ではないと思う。
　しばしばハンガリー人達は「音楽なら他の
国でも留学はできたのに、どうしてハンガリー
に来たの？」と私に聞いてくる。そんな時私は
こう言うことが多い。「9歳のころからハンガリー
のわらべうたに触れて、ハンガリー語の合唱
曲を歌い、それらをコダーイメソッドで教わっ
ていた私にとって、ここに来ることはある意味
自然だったと思うよ」と。実際ここに来て、コ
ダーイメソッドの一つの特徴といえるソルミ
ゼーションやハンドサインも、幸い小さいころ
からずっと触れていたものだったため、すぐに
合唱や教授法の授業にもなじめた。
　18歳で渡洪して早6年弱。ELTE大学では
人文科学部音楽科合唱指揮専攻と教育学部
教員養成科に所属している。しかし「合唱指
揮」と聞いて“？”が頭をよぎる人も少なくない
と思う。普通、指揮と言えば指揮棒を持って
オーケストラの前に立っている姿を思い浮か
べると思う。「合唱指揮」というのは日本では
非常にマイナーだが、簡単に言えば合唱曲を
専門とする指揮者のこと。また、合唱付きの交
響曲やオペラなど、オーケストラを伴う作品
において、合唱団のみを事前に指導する者の

事を言う。だから、オー
ケストラを指揮する講
習会などがない限り、
指揮棒を持つことはな
い。
　音楽科の授業で興
味深い事の一つは、日
本では約2～4週間ほ
どの教育実習が、ここ

✒ ✒ ✒ ✒ ✒ ✒ ✒ 留学生自己紹介 ✒ ✒ ✒ ✒ ✒ ✒ ✒
習慣と伝統から学ぶ音楽
リスト音楽院大学院ピアノ科

安田　恵子

　ハンガリーへ来て早４回目の冬を迎えまし
た。毎年この時期になるとただでさえ日が短
いのに、それに加えて暗く厚い雲がどんよりと
空を覆うので、夏の強すぎる日差しが恋しくな
る毎日です。
　私は現在、リスト音楽院の修士課程に在籍
しています。これまでの３年間は、基本的にレ
ッスンのみのパートタイムコースに籍を置き、
計画や目標を自分で決めて行動していまし
た。とは言っても全てがお膳立てされている日
本とは違い、こちらでは自分から動かない限り
何も出来ません。それに意思表示をするのに
も言語の壁が高すぎて、始めの一年は手探り
で様子を見ながら進んでいく感じでした。最
近は、さすがに少しはまともになった様な気も
しますが、それでも時々、例えばコンチェルト（
協奏曲）をやりたいと伝えたつもりで候補を
挙げて頂いたら全てコンサート（演奏会用）ピ
ースだったとか、６月の本番を直前まで７月だ
と思われていたとか、数え上げればきりがあり
ませんが、そういうすれ違いを経験する度、も
っと努力しなければいけないなと痛感します。
　それでも先生のレッスンはとても素晴らし
く、毎回が驚きと感動の連続でした。こちらの
先生方は、言葉でも非常に深く、内容の濃いレ
ッスンをなさいますが、時にそれ以上に、何気
なく弾いて頂いた演奏に驚かされる事があり
ます。ほんの一瞬出された音で、世界観が変わ
る事もよくあります。そんな貴重なレッスンを
受ける事に集中出来た３年間は、とても有意
義な時間でした。今は決められたカリキュラム
に従い、実技や室内楽の他、様々な講義に出
席して勉強しています。若干窮屈に感じなくも
無いですが、ハンガリーの歴史や文化、民謡な
どここでしか学べない科目が沢山あり、とても
充実した生活を送っています。
　ハンガリーへ来た一番の動機は、日本で受
けた今の先生のレッスンに感銘を受け、この
先生のもとで是非学びたい、という思いから
でした。それからクラシックの本場ヨーロッパ
で、輸入されて根付いた音楽ではなく、伝統と
して受け継がれている音楽に触れてみたかっ

たというのもあります。
　実際こちらに来てみて、言語に始まり生活、
文化、あらゆる習慣が日本と全く違い、最初は
戸惑うばかりでした。特に時間に対して、こち
らはとても寛容で、例えばトラムはいつ来るか
分からない、スーパーや郵便局では大行列、
検針や配達も何時～何時の間！と驚きの連続
で、日本の時刻表の正確さが逆に奇跡に思え
るほどでした。しかしやがて慣れてくると、この
国の人達がゆとりを持って生活している事が
分かってきました。乗り物では当たり前の様に
お年寄りに席を譲り、カフェでは何時間も座
っておしゃべりを楽しみ、走ったり急かしたり
するのもあまり見かけません。
　そして音楽も格式張った堅い芸術ではな
く、ゆとりある生活の一部として人々に親しま
れている事を強く感じます。ここでの演奏会
は、聴衆は皆、正装していても温かく奏者を迎
え演奏を楽しみ、感想をはっきり態度で表し
ます。そんな光景を目にする度、服装や照明は
違ってもほんの２００年位前までは、今では気
の遠くなる程偉大な作曲家達もこんな雰囲気
の中にいて、それが今でも受け継がれている
のだと思うようになりました。
　その他にも、時刻を告げる教会の鐘、古く
優雅な建造物、それらが広がる美しい景観に
日々刺激を受けています。譜面の音符と音符
の間をじっと見つめても、伝記をいくら読んで
も、そこから冬の風の匂いや春の緑の鮮やか
さを知らずに感じ取る事は出来ません。今も
脈打っているものなら尚更・・・そんな得難い
ものがすぐ傍にある、素晴らしい環境に身を
置けることに、そしてそのために力を貸して下
さった全ての方々に感謝しながら、これからも
研鑽を積み重ねていきたいと思います。

では2年間毎週2回あることだ。最初の1年は
先生や先輩が教えているのを見学し自分のと
ったノートを提出する。2年目からは教える立
場に立って、担当の先生に色々なアドバスをも
らいながら卒業試験に向け「教える」ことの練
習をひたすら繰り返す。2年目の初めに希望す
る学校を変更することも可能だか、基本的に
1年間同じ学校の同じ学年を受け持つ事によ
って、子ども達の性格やクラスの雰囲気をじっ
くりと時間をかけて知ることができる。もう慣
れてはきたが、ハンガリー人にハンガリー語で
ハンガリーの民謡を日本人が教えるという風
景は、客観的に見てもとても不思議な感じが
する。初めはネイティブの発音で歌えない私
をくすくすと笑っていた子どもたちも、最近は
言葉に詰まっていても何を言おうとしている
か集中して聞いてくれたり、板書が間違ってい
れば直してくれたりする。こういった関係も時
間をかけることによって築けるものだと思う。
　大学では合唱指揮専攻というだけに、合唱
の授業は毎日2時間ほどあり、指揮法は週に1
回2時間、だいたい6人ほどの少人数で行われ
る。また、ソルフェージュや和声学などの授業
のほかに、音楽史やハンガリー音楽史、ハンガ
リー民謡、合唱指導法、民族舞踊、教授法な
どがあり、必修科目としてピアノと声楽のレッ
スンを受ける。副科の教員養成科では、教育
学、教育学理論、教育心理学、発達心理学の
他に、教員になるために必要と思われるさま
ざまな要素を養うためのゼミが20ほどある。
その他、一般教養として哲学と経済学、卒業
資格を得るために第二外国語の中級と第三
外国語の初級を取得しなければいけないなど・
・・卒業までには色々なハードルがある・・・。
　振り返ってみると本当に山あり谷ありのハ
ンガリー生活だが、やっと大学卒業という一
つのゴールが見えてきた。歩みは決して早くは
なかった。語学力がなかったために、カメどこ
ろかカタツムリの速さでゆっくりゆっくり進ん
できたが、だからこそ実感できる事がたくさん
あった。その一つが、慌てず焦らず諦めずじっ
くりやることの大切さ。そして何よりも強く思
うのは、「私はここで生かされている」というこ
と。たくさんの人との出会いと励ましの言葉や
手助けがなければ、きっと私は今こうして暮ら
せていない。



14

　10月よりバドミントン部が活動を開始しましたので、参加者
を募集しています。
開催日程・場所は以下の通り：
＜日時＞　毎週日曜日の午後4時から2時間
＜場所＞　中学校体育館（ブダペスト2区、 Kökény u. 44.）
毎回、約8～12人が集まり、練習で体を温めた後に試合を中心
に楽しく活動しています。
　バドミントンの経験がある方はもちろん、経験はないものの
興味はあるという方、何か運動をしたいという方は以下までご
連絡下さい。一緒に気持ちの良い汗を流しましょう！（お子様連
れでのご参加も問題ありません。）
連絡先：yusuke.tatebe@toyota.hu　（建部）

【月例会結果】
       優勝	 　　												２位	 　　												３位
7月19日　　辻 （SEWS）     平松（住友商事）     八代（イビデン）
8月30日　　成沢（伊藤忠）　  阿部（大氣社）     中山（ソニー）
9月20日　　坂梨（丸紅）           大村（ソニー）     宮崎（日清食品）
10月18日 　古川（RYOWA）      植松（イビデン）     栗原（スタンレー）
11月8日　　八代（イビデン）  金廣（ユーラシア）  陸川（三井物産）　

０９年シーズンを終えて
　この日本人ゴルフ部に参加させて頂き、早3年、今年は世話役
として4カ国対抗戦副幹事、年間スコア係を担当致しました。対
抗戦において、今年は王者奪還を胸に挑みましたが、想い届か
ず残念な結果となりました。ただウィーン往復のバスや前日決
起会での楽しい思い出は忘れられません。来年はホーム！！スロ
バキア対策を十分に望みたいです。スコア係においては、全月
例会のデータを纏める必要があり、全日程が終わった今、さぼ
っていた分をいそいそとデータ集計しておりました。全結果を
見てみると、何と全９回の月例会で延べ参加人数２６４名、全
大会出場者５名、１回当りの平均参加者数３０名と大いに盛
り上がったコンペとなり、また個人的にも全大会出場、第８回
月例会の優勝と充実した一年となりました。シーズンは終了し
ましたが、来年の更なる向上の為、これから防寒具を着用し、冬
の特打ち修行を行います。（古川）

第11回「大吉杯」マッチプレー選手権 (8月～10月、参加29選手)
 優勝： 岡崎（RYOWA）HCP.16
 ２位： 陸川（三井物産）HCP.16
 ３位： 平松（住友商事）HCP.7

　再興に向け部員を募集中です。入部希望の方は運動部まと
め役：飯尾まで一報ください。（e-mail: daikichi@mail.datanet.
hu　又は Tel: 225-3965）

お別れの挨拶
　土曜テニスのメンバーの皆さん、ブダペスト駐在中の２年
半、仲間に入れて頂き、一緒にテニスで汗を流すという時間を
共有出来ましたこと、心よりお礼申し上げます。
　私にとって、テニスをやる環境としては学生生活を相当前に
終えてからは海外駐在生活が一番充実していると実感していま
す。日本ではテニスクラブに所属するとか、会社のサークルに入
るとか、しない限り、同じようなレベルの仲間を見つけ、毎週テ
ニスに興じるというような環境を探すことはなかなか難しいの
が現実です。以前ドイツに駐在した時も同様でしたが、ブダペ
ストでは毎週土曜日の同じ時間に同じコートでテニスをやると
いう機会が得られ、生活の中にテニスを計画的に織り込むこと
が出来ます。人数も多いので、参加も強制されることなく、マイ
ペースで体を動かす機会が得られます。
　ブダペストでは単身生活であったこともあり、また日頃の運
動不足とストレス解消を目的に積極的に参加させてもらいまし
た。夏の間はゴルフとのかけもちで、体力勝負でもありました
が、日本ではこのような贅沢なチャンスはなかなか得られない
と思います。２年半の間にメンバー数も増加し、コートも２面
に増え、ちょっとハードにもなったとも感じていました。年齢と
ともに動きは鈍くなり、自分のイメージと異なるショットの連発
でしたが、仲間の皆さんのお陰で２年半の間、私のテニスの老
化は避けられたのではないかと秘かに思っております。皆さん
の若さについていくのに精一杯でしたが、皆さんの若さの刺激
を受けて気分的には駐在前より若返ったようにも思います。
レギュラーメンバーの中では最年長者が帰国しますので、今後
は更に若さあふれる、熱くハードなテニスが展開されるものと
思います。「ちょっと、ひと休み」と号令をかけていた者がいなく
なりますので、無理せず・楽しくをモットーに、そしてテニスのレ
ベルアップを目指して、毎週のテニスを継続してください。
　日曜テニスの皆さんとの交流も大変良い思い出になりまし
た。交流会での試合は土曜の仲間とのゲームとはちょっと違っ
た刺激で、夜の懇親会も含めて、駐在中の貴重な体験でした。
　日本に戻るとテニスの機会は大幅に少なくなることは間違い
ありませんし、ハンガリーでのような刺激的テニスからは遠くな
ってしまいますが、たまにはコートに行ってテニスを忘れない
ように続けていきたいと思っています。
　幹事の方には本当にお世話になり、お礼の言葉もありませ
ん。貴兄のお陰でメンバーも増え、参加率も高まり、土曜テニス
は盛り上がっています。今後も更に盛り上がっていくことを日本
から応援します。本当にありがとうございました。（的場）

スポーツ行事・運動サークル情報

バドミントン部活動開始

ゴルフ部

釣り部

テニス部情報

６年間、そしてこれからも・・・　
　　　　カルドシュ・ヨージェフ、　オロス・ジュジャンナ

　初めて日本語補習校について聞いたのは、大阪からハンガリー
へ帰国した後の2003年夏で、知り合いが教えてくれました。娘た
ちは当時6歳半と4歳でしたが、日本の幼稚園で過ごした1年半の
うちに日本語を習得し、二人で遊ぶ時には、しょっちゅう日本語に
なっているほどでした。長女は大阪の小学校に入学し、ひらがなと
最初に習う漢字いくつかを既に勉強していました。
　私たちは親として、「この知識を忘れさせてはならない。そして
この言語能力を生かして、非常に豊かな日本の文化をもっと知る
価値がある」と思いました。こうした中、補習校がブダペストにある
と知ったときは、非常に嬉しく、すぐに入学手続きをとりました。こ
の学校の明るい雰囲気、行き届いた運営、親切で熱心な先生方を
とても素晴らしいと思っています。
　この6年間、補習校のおかげで、長女は、日本的な環境の中で、

日本人の先生から、同年代の子供たちと一緒に日本語を学び、し
ゃべることができました。そのため、日本語を忘れないどころか、
さらに能力を高めています。私 たちにとっては、語学の習得だけ
が大切なのではありません。日本について多くの興味深いことを
知ることができました。また、娘たちは、地理的には遥かかな たに
ある文化も、知り得ることができ、受け入れ、そして好きになるこ
とが可能であるということを、極々当たり前のこととして捉えてお
り、こうしたことは大 変貴重なことと考えています。
　補習校のプログラムの中では、チッレベールツで行った一泊の
宿泊学習が、娘にとっては「金賞」に値する最も楽しいものだった
ということです。学校の仲間と一緒に料理をし、劇を演じ、夜は怪
談話で盛り上がったそうです。
　土曜日の4時間の授業の中で、現代の日本について学ぶことは
とても興味深いことです。そして優しく親身な先生方には心から
感謝しています。

　11月21日にみどりの丘補習校チャリティーバザーが開催され
ました。保護者がもちよった、子供服、靴、本、DVD、おもちゃ、お
菓子など、 たくさんのものが出品されました。そして、学校をあげ
てのチャリティーバザーに賛同していただいた業者の方、一般の
方にも数組参加いただき、 華やかなバザーとなりました。 
　今回、学校で力を入れたのは、クラフト製作です。来
ていただく方々に、手作りの素敵なものを買っていた
だけたらと思い、数週間にわたり、子供たちが勉強して
いる間、保護者があつまりました。クリスマスカ-ド、し
お りには、 おりがみや和紙をつかって日本風に、ツリ
ーの飾りの天使には、卵の殻を 上手に利用、といろい

ろアイディアを持ち寄って、おしゃべりに花をさかせながら、たくさ
んのものを作成しました。そして多くの方々に買っていただきまし
た！！とてもかわいらしいおりがみの飾りをつくって くれた 学年
もあり、先生方の中にも手作りの小物を用意してくださった方も
いらっしゃって、学校全体が一丸となって、バザーにむけて準備を

しました。その甲斐もあり、そし
てたくさんの方々が来てくださ
ったこともあり、大成功のバザ-
となりました。 
　第２回目の開催でしたが、保
護者、子供たち、先生方が一緒
に、準備、開催に かかわり、 連
帯感を増すことのできたバザ-
になったこともとてもうれしく
思います。

15

みどりの丘日本語補習校
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家族をつなぐ一歩
西村　智美

　
　昨年のナイキブダペストマラソンが、私達親子の初めてのレース
でした。
運動不足解消と子供達に体力をつけたいと参加したものの、
予想以上に体力のない我が子に唖然。
このままではいけないと、練習も私ばかり熱が入り、
子供達の気持ちを聞く余裕はなかった。
その結果、大会途中、長女は走るのがつらいと、棄権してしまう。
　距離が問題だったのではなく、娘達を励まし、一緒に頑張ろう！
という
私の気持ちが欠けていた。母親失格だ。
レースの後は私の方が落ち込んだ。
　その後のレースから私は、最後に走るわが子の背中につくこと
にした。
一人じゃない、一緒に頑張ろう！と。
　
今年のレースは、主人と5歳の娘も参加。
皆で完走。それが目標。決して止まらずに、自分のペースで走り切
ろうと。
　昨年挫折した長女は、友達と一緒に走り、私達家族の中で、最
初にゴールした。
全員笑顔のゴール。家族と共に一歩前進できた気持ち。
次の一歩もまた娘達と一緒に頑張りたい。

*******************************************************************
ブダペスト日本人学校　新入生説明会のお知らせ

 ブダペスト日本学校では、｢平成２２
年度新入生説明会｣を行います。説
明会への参加、または入学を希望さ
れる方は、一度、下記アドレスまでメ
ールをご送付ください。メールにて、
詳細等をご連絡させて頂きます。 
　何かお聞きしたいことがありまし
たら、お気軽に担当までご連絡くだ
さい。 

日時: 平成２２年１月２３日(土) １０時～　　
場所: 日本人学校２階ホール
　　　
問い合わせ：kajihara@bpjpschool.hu 　　
電話：＋３６－１－３９２－０３６０　　担当: 梶原将司(教頭) 

*******************************************************************

ブダペスト日本人学校

白組団長　日本人学校中学部三年
　久世　優美子

　運動会の見せ場となる応援合戦の練習が始まったのは夏休み
だった。午後を三日間フルに活用し、短期間に集中して土台を作
り上げた。夏休みが明け、一週間、二週間と順調すぎるくらい練
習は円滑に進んだ。その頃は、全体の動きを覚えて、それを教える
ことだけで精一杯だった。しかし、残り一週間となり、練習もまと
めに入るころ「楽しむ」という言葉を聞いたのをきっかけに、自分
がどんな応援にしたいかを考え始めるようになった。そのとき聞
いた「楽しむ」という言葉には初めて耳にするかのような新鮮な
響きがあった。心にしみる清らかな響きがあった。そんな言葉に
巡り会えた。

　それからは「楽しむ」というのが白組の応援のコンセプトになっ
た。私は応援リーダーとして運動会を楽しむにはどうすればいい
か深く考えた。それはもう、夢に出てくるくらいまで。しかし、どん
なに頭で考えても、応援合戦の楽しみ方に明確な答えは出てこ
なかった。ただ、団長としてみんなにしてあげられることは、みん
なを楽しませてあげることなのだと気づくことはできた。

　この運動会、間違いや失敗など、やり直したいこともいろいろ
あったけど、小学生の応援している声や、ハイタッチしたときの手
の感触などの方が強く心に焼き付いている。そんな楽しい運動会
にできたのは、練習から本番まで力を合わせて一緒に盛り上がれ
た白組の仲間、最後まで精一杯競った赤組、何ヶ月も前から私た
ちの知らないところでも運動会を支えてくださった日本人会の方
や先生方がいてくれたからだと、振り返って改めて思う。この感謝
の気持ちは言葉では言いつくせないけど、ちゃんと言葉にして伝
えたい。
　ありがとう。

赤組団長　日本人学校中学部三年
　橋本　直樹　

　運動会の準備が始まり、団長を決める日、僕は迷っていまし
た。しかし、自分がするしかないだろうと思い、思い切って手を挙
げてみました。少し恥ずかしいという気持ちもありましたが、勇気
を持って手を挙げることができました。

　でも、九月になり、運動会の練習が本格的に動き始めても、や
はり自分は取り残されていました。団長として何をすればいいの
かわからず、周りの人に頼ることしかできませんでした。だからこ
そ、僕は自分にできることを探し続け、考えた末に見つけたことは

「やる気を見せる」ということでした。僕も、正直言うと、みんなが
思っているように、練習はめんどくさくて，やりたくなくて、恥ずか
しいという考えを持っていました。けれどぼくはそういう気持ちを
出さないようにしました。練習が終わったあとの休み時間には、あ
まり人がいないところで「疲れた―！」と思いっきり叫ぶこともあ
りました。でも、どんなに足や体が疲れていても、練習が始まった
ら、やるぞと気持ちを入れ替えました。僕が前に立ち、堂 と々して
いればみんなもついてきてくれると信じ、行動しました。みんなは
爆発的な元気力を持ち、練習は何度も何度もできました。

　そして、運動会当日、みんなはあの二週間を無駄にせず、観客
に元気な踊りを見せつけ、本番は成功しました。僕にとってあれ
が成功したのは僕以外の応援リーダーのみんなのおかげだと思
います。踊りや歌を夏休みに休日を削ってまで一生懸命考えてく
れて、僕はみんなにとても感謝しています。彼らのおかげで赤組の
応援が成功できたようなものです。そして、運動会終盤、あの接戦
の末、赤組は十二点差で負けました。僕はあの十二点が忘れられ
ません。「大玉で勝っていれば…。短距離走で一位をとっていれ
ば…。」と心の中で悔やんでも悔やみきれませんでした。

日本人学校運動会
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編集部よりのお知らせ

・秋季号の15頁目の西村知美さんの寄稿、ならびに17頁目の久世優美子さ
んの寄稿の編集に不手際がありましたので、ここの再掲いたします。
・「ドナウの四季」のHPが完成しました。これまで掲載されたすべての原稿を
読むことができます。http://www.danube4seasons.com 
  皆様の原稿をお待ちしています。エッセイ、ハンガリー履歴書、自己紹介、サ
ークル紹介などの記事をお寄せください。提出いただいた原稿は、紙面統一の
編集のために修正することがあります。修正した原稿は執筆者の校正をお願
いしています。

　原稿は電子ファイルで、morita.magyar@gmail.comへお送りください。Word文書あるいは一太郎文書でお願いしま
す。EXCEL形式での提出はお控えください。写真および図形は別ファイルで送付ください。

登録は無料ですのでE-Mailにてお申し込みください。

Japan	Coop	Kft.:		1025	Bp,Cimbalom	u.	7.
Tel.:345-0450　Fax:	345-0008
e-mail:	paprika-tsushin@jpc.hu
ホームページ:	www.paprika-tsushin.hu/




